
1.  

 

 

 

 

 

 

 

魔法のことば 

安藤 位彦 

朝晩の空気の冷たさとともに、学校を囲む木々の色づいた葉が落ち葉となり寒さがいっそう

身に染みるところとなりました。ニュースを見ていると北国では、雪の便りを目にいたしま

す。私事ですが、通勤に使っている車のタイヤをいつスタッドレスタイヤに変えなければなら

ないかと考えている今日この頃です。また、インフルエンザが流行する時期です。３年生は受

験期をむかえ大切な時です。くれぐれも健康に気をつけて過ごしてください。 

ところで、皆さんは魔法の言葉って知っていますか。世の中には、ツキを呼ぶ言葉、不幸の

連鎖を断ち切る言葉、そして人を幸せにする言葉が、たった一つだけあります。それはとても

簡単な言葉です。「ありがとう」というたった一つの言葉なんです。

この言葉を言って、イライラしていた心や、頭にきていたことがスッ

と収まったことがないですか。この言葉を言われて、ホッとして心が

穏やかになったり、嬉しい気持ちになったりしたことはありません

か。「ありがとう」と言えば「ありがとう」の心が生まれるんです。

「ありがとう」は、心が笑顔になれる魔法の言葉です。「ありがと

う」は幸運をつかむ不思議な力を持っています。皆さんも今日からこ

の言葉、声にして言ってみませんか。心の中で言ってみませんか。きっと幸せになると思いま

す。私たちは、知らないところで気づかないところで、たくさんの人から助けてもらい支えて

もらっています。「感謝の気持ち」を大切にしてください。「あたりまえ」を「ありがとう」

と言うのが感謝だと思えてなりません。これは生徒会で取り組んでいる PF活動にもつながると

思います。言ってみませんか、素直に「ありがとう」って！ 

さあ、１年経つのは早いもので、また師走を迎えることになりました。２０１９ 年もあと１

ヵ月です。やり残したことはないですか。終わりよければすべてよし、ではありませんが、２

０２０ 年につなげるためにもとても大事な１ヵ月ですよ。時間は有限ですが、その使い方は無

限です。一歩前へ、一歩前へ、充実した１２月にしましょう。 
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《学校教育目標》 

信頼と共感 ～夢をもって挑戦し続ける生徒たち～ 

◇育てたい生徒像◇  

【知】自ら考え行動し、意欲的に学び続ける生徒  

【徳】ルールやマナーを守り、人を思いやる優しい生徒  

【体】心身をきたえ、たくましく生きる生徒  

【公】役割を自ら求め、地域や社会に貢献する生徒  

【開】共生・多様性を尊重し、未来を創る生徒 

 

中川中スクールキャラクター 
「みどりん」 



 

 

 

２日(土)午前中授業参観、午後なかなかバザーを行いました。３校

時目は各学年道徳の授業を行い、３年生では「命」をテーマに各クラ

ス独自に授業を展開しました。担任によっては自分の子どもの出産時

の話や、また生徒たちの命についてのイメ

ージから入るなどそれぞれが工夫し、見学

していて楽しく興味深いものが多くありま

した。生徒たちもきっと思うところが多かったのではないでしょう

か。 

 また、午後からは部活動支援を目的に

PTA主催の「なかなかバザー」が行われました。生徒もこのバザー

を毎年大変楽しみにし、グラウンド

や体育館で保護者の方たちが出店し

た模擬店で楽しく過ごしていまし

た。 

昨年はこの収益金の一部で体育館に大型扇風機を６台購入してい

ただきこの夏は助かりました。 

今回、朝早くからこのバザーに協力していただいた地域、保護者

の皆様ありがとうございました。この収益金を有効に部活動に使っていきます。今後ともよろ

しくお願いします。 

 

 

 

６日(水)・７日(木)の２回に分け、読書への意欲を高めることを目的に、

秋の読書月間の特別企画としてボランティア団体「お話の宿」の方々

をお招きし、読み聞かせを１年生で行いました。小学校ではよく行っ

ている事業ですが中学校では珍しく、私自身聞き入ってしまいました。

１年生は小学校時代を思い出し静かに聞き懐かしそうでした。 

 

 

 

 

介護福祉士、警察官、理学療法士、弁護士、薬剤師、新聞記者、パティシエ、幼稚園教諭、

スポーツ用品販売員、旅行添乗員の方々を講師に招き、職業に関するお話をうかがいました。 

働くことの意味や意義、やりがい、働くことの幸せなどを考えるよい機会になりました。 

昭和大学病院に勤務の理学療法士の方と、ケーキハウス・ノリコの店長さんの講話を聞いた

６組高桑さんの事後学習から感想を抜粋します。 

 

理学療法士はケガ、病気、障がいのある人に対しては基本動作の回復、スポーツ選手に対し

てはケガをしにくい体づくりや歩き方のサポートなどをしている。 



印象に残ったのは「患者の人生や願いがかかっているから責任がある。だが、そこがやりが

いでもある。」という言葉です。人の人生がかかっている仕事なんて少し怖いな、と思ったけ

れど、逆にうまくいって喜んでもらえたら嬉しいという気持ちが、やりがいになるのだと思い

ました。 

話を聞く前は理学療法士のことは何も知らなくて、私にはほとんど関わりがないと思ってい

ました。けれど、話を聞いて理学療法士という仕事を少し身近に感じることができました。 

 

パティシエはまずはおいしいお菓子を作ることが仕事です。お店を持つにはスタッフを育て

るという技術も必要です。 

印象に残ったのは「常に、昨日つくったものよりも早く、おいしくというのが目標。」「あ

きらめた時点で終わり。うまくいかないときこそ、そこから見えるものがある。」という言葉

です。この２つの言葉はパティシエの職業だけではなくすべての職業に共通するし、人生にも

関わると思いました。 

私はパティシエという職業はレシピ通りに作っているだけだと思っていたけれど、職人技が

必要で、手の感覚なのだと言っていました。パティシエのすごさを感じました。 

 

私は全体を通して、やっぱり楽な仕事はなくて、難しい仕事であるほど達成できたときの喜

びが大きいのだと思いました。               （１年６組 高桑彩奈さん） 

 

 

 

 

１１月１３日、２学年は福祉学習会として、視覚障がい者のメンバーで構成されたバンド「無

礼面」さんに来ていただき、無礼面さんの演奏だけでなく、誘導体験や質問コーナーを通じて、

障がいのある方々への理解を深めました。視覚障害と聞くと「目が

見えない」と思いがちですが、「生まれつき全く見えない」「片目は

全く見えないが、もう一方はぼんやり見える」「中途失明」など様々

な方がいらっしゃると知りました。演奏は、みんなで歌った Believe

のほか、オリジナル曲も交えたもので、暖かい空気に包まれる時間

でした。倉島さんの感想です。 

 

今回の福祉学習会では、じっさいに障がい者の方が困っていたときの対応のしかたなど、実用

的なことに加えて、「無礼面」さんとしての素晴らしい演奏を聴い

て感じたことが沢山あった。その中で最も強く感じたのは、「健常

者も障がい者も大差ない」という気持ちだった。運動や生活の面で

多少は差があるが、障がい者も同じように考えたり、感じたりして

いるのがよく分かった。同じ人間として、支え合っていく姿勢を、

これからも強く意識していきたいと思う。 

（２年２組 倉島礼奈さん） 

 

何よりも「便利な道具」によって問題なく過ごせる部分もあるということ、そして「人と人の

つながり」が大切であることを学びました。１２月３日からは障害者週間です。この経験をいか

した生活ができるといいと思います。 



 

【月行事予定】    スクールカウンセラー来校日  ３日・１０日・１７日・２４日 

 

 

 

 

  

 

日 曜 行事予定 日 曜 行事予定 

１ 日 牛久保東地域清掃 8:00 １６ 月  

２ 月  １７ 火  

３ 火 3年個人面談①   学校運営協議会 １８ 水 １，２年個人面談① 

４ 水 3年個人面談②    G-Day（図書） １９ 木 １，２年個人面談② 

５ 木 3年個人面談③ ２０ 金 １，２年個人面談③ 

６ 金 3年個人面談④ ２１ 土  

７ 土 ふれあいフェスタ（於：中川中学校） ２２ 日  

８ 日  ２３ 月 １，２年個人面談④ 

９ 月  ２４ 火 大掃除 

１０ 火 全体朝会（保健） ２５ 水 ２学期終業式 

１１ 水 G-Day（放送） ２６ 木 冬季休業 

１２ 木  ２７ 金 閉庁日(12/27～1/4) 

１３ 金  ２８ 土  

１４ 土  ２９ 日  

１５ 日  ３０ 月  

   ３１ 火  

部活動名 大会・コンクール等 

バドミントン部 
２４日（日）男子冬季区大会 個人戦 

シングルス第３位 中西陽武さん 

吹奏楽部 都筑区民祭り 演奏・ファンファーレ出演 


